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一年で最も寒い時期だとされる大寒（1月20日）を過ぎ、

２月の声を聞くと、待ち遠しいのが暖かな春です。立春

(2月4日)間近となりました。「冬来たりなば春遠からじ」ということわざに

は、「冬がやってきたならば、春は遠くあるまい。」という意味のほかに、「つらい時期

を乗り越えれば、やがて楽しい時期がやってくる。」という意味があります。

いよいよ年度末を迎え、子どもたちの意識の中にも、もうすぐ卒業・進級の時期を

迎えるのだという自覚が芽生えてきているように感じます。立春とはいえ、寒さは一

段と厳しさを増しますが、健康に十分留意して、冬の大地にしっかり根を張る草木の

ように、自分の足場を固め、新しい学年を迎える準備をしてもらい

たいと思います。今月もよろしくお願い申し上げます。

《大人と子供のための読みきかせの会》 １２日（水）１０：３０～１１：１５
中井貴惠さんが代表を務める「大人と子供のための読みきかせの会」の公演を開催します。演

目は、「おかあちゃんがつくったる」という大型絵本の読み聞かせです。子どもたちと一緒に絵
本の世界を楽しみ、ゆっくりとした時間を過ごしていただければと思います。ぜひお越しくださ
い。

《千葉県標準学力検査》 ２６日（水）２７日（木）
毎年、２月下旬に学力検査を実施しています。１年間に学習してきた内容から出題されますの

で、２月は１、２学期の学習内容をしっかり復習する必要があります。１・２年生は国語・算数
の２教科、３年生以上は国語・社会・算数・理科の４教科です。どの学年も学習のまとめに取り
組んでいます。御家庭でも家庭学習の奨励、励ましの言葉をかけていただければ幸いです。
結果については、３月上旬にお知らせいたします。

◆子どもの言葉遣いは気になりませんか？◆
大人から子どもへ心を育む場となるために、豊かな会話がなされることが大切です。 まず、

家庭で正しい言葉遣いを伝えましょう。子どもの言葉遣いに注意をするべき立場のものとして、
親の役割が強く期待されます。あいさつは人との交流の基本、まず、あいさつのできる子を育て
ましょう。 人と人とのコミュニケーションをする中で、正しい言葉遣いが身につきます。

◆家庭で家族のコミュニケーションづくりを大切にしていますか？ ◆
家庭で子どもと話していますか。「この頃、変わったことはない？」と語りかけてみましょう。
大人が子どもの話を真剣に聞き、心をくみ取り、聞き手のお手本を示しましょう。人は言葉を使
って自分の気持ちを相手に伝え、相手の心もくみ取ります。まず、大人が手本を示し、丁寧な言
葉を使いましょう。 ※学校から発信する家庭教育支援プログラムより（千葉県教育委員会）

２月 ３月
４日（火）６年 校外学習（国会他） ５日（木）オープンスクール・６年生を送る会
６日（木）１年 もうすぐ１年生の会 １８日（水）卒業証書授与式
※みつば保育園年長児来校 ２４日（火）修了式

１２日（水）大人と子供ための読みきかせの会 ２５日（水）～学年末休業
２６日（水）県標準学力検査（国語・理科） ３０日（月）離任式
２７日（木）県標準学力検査（算数・社会）
２８日（金）４年 校外学習（富津方面）

２０日（月）～２３日（木）
＜各学年の金賞受賞者＞
本吉 柑菜、宍倉 優月、關 夏菜、小髙 瑠依

１年生と２年生はフェル １年 鈴木 絢乃、山木 香凛、関 かなで

トペンで作品に挑戦しまし ２年１組 岩瀬 遥真、木島 希、坂輪 愛莉、磯野 柊里

た。３年生から６年生は、 ２年２組 末吉 孜至、浅野 莉音、太田 舞、磯野 七南

井上理枝先生を講師に書き ３年１組 影山 華蓮、市原 妃良莉、岩瀬 咲奈、渡邉 優星

初めの指導を受けました。 ３年２組 柴田 結生、石塚 ゆい、關 大和、川﨑 まあな

そして、学級や家庭で練習 ４年 長田 実優、太田 絢香、小倉 照仙、西尾 実

を積み重ねました。 下野 凜子、小畑 遙、鈴木 悠生

１月２１日（火）はオー ５年１組 小海 夏、関 里乃愛、酒井 音羽、市川 奈津

プンスクールも開催された ５年２組 市川 真悠、太田 紗弥、磯野 結逢、石塚 美汐

ので、たくさんの保護者の ６年１組 酒井 萌花、酒井 蒼、大橋 莉愛、野口 紗楽、堀江 蓮

皆さんに校内書き初め展の ６年２組 工藤 結子、嶋田 帆那、大橋 紅愛、山岸 佳暉、關 琉士

参観をいただきました。ありがとうございました。※金賞受賞者数は学級の人数の約２割を基準にしています。

２５日（土）

冷たい風が吹く中、大多喜城マラソン大会が開催されました。コース

はアップダウンが激しく、最後のゴールまでの坂道はまさに心臓破りの

坂と言ってもいいくらい選手にとって大変きつい坂道と言えます。しか

し、沿道からの温かい応援に励まされ、子どもたちは、最後まで全力で

走り抜きました。寒さに負けず、元気な子ども達の勇姿を大多喜城も応

援してくれていたことでしょう。

＜入賞者＞※６位まで

小学校 1・2年生(１ｋｍ) 小学校 3・4年生(1.3ｋｍ) 小学校 5・6年生（２ｋｍ）

＜男子＞ ＜女子＞ ＜男子＞

第３位 岩瀬 遥真（２年） 第５位 石塚 ゆい（３年） 第３位 石橋 公秀（６年）

第５位 飯塚 葵 （２年） ＜女子＞ 第４位 森 峻基（６年）

第６位 末吉 孜至（２年） 第６位 坂輪 愛莉（２年）

２９日（水）～３１日（金）

４月上旬の気温のため土が顔を出しているスキー場でしたが、
最終日に雪がふり、真っ白なゲレンデで、スキーや雪国の遊びの

楽しさを味わうことができました。また、ホテ
ルではもちつきを体験したり、スキーの歴史等
についてのお話を伺ったり、友だちと友情を深
め合ったりと、充実した３日間を過ごすことが
できました。校外での集団行動を通して、基本的な生活習慣や公衆道徳などの
体験を積み、仲間と協力して行動する態度を養うことができました。


